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 要  旨 

現在、極性判定を用いて皮肉文をポジティブ又はネガティブに自動で分類することは難しい問題

とされていて, 重要な問題であるとされている. 本研究における皮肉文とは, ポジティブな言語

表現を文章中に多く含ませているにもかかわらず, 本来伝え手が意図している内容がネガティブ

になる文章, 又はネガティブな言語表現を文章中に多く含ませているにもかかわらず, 本来伝え

手が意図している内容がポジティブになる文章のことを指す. 以下の表現を本研究では皮肉と定

義する.「肯定的な意味を伝える否定表現又は否定的な意味を伝える肯定表現を皮肉とする」. 本

研究における皮肉を特定することは, 文章を正確に分類する上で重要な課題となっている. 以上

のことより, 本研究では既存の極性判定器の分類精度に影響を及ぼす皮肉文を検出する為の手法

を提案する. 皮肉を検出することで, レビューにおける既存の極性判定器の解析精度の向上を図

る.  

レビューに対し構文解析を行い, 構文解析によって抽出されたフレーズに対し, Bhartiらが用い

ていたsituation phrase 又はsentiment phrase を用いて, 構文解析されたフレーズがそれらの

フレーズに一致するかを判定する. なお, 本研究では構文解析されて出力された文節それぞれの

ことをフレーズと呼ぶ. situation phrase 又はsentiment phrase の品詞の組み合わせに一致す

るフレーズが対象のレビューにあった場合, そのフレーズがポジティブであるか,ネガティブで

あるか, 又はどちらでもないかを判定する. sentiment phrase, situation phrase それぞれのポ

ジティブ, ネガティブとなるフレーズの数を数え上げ, 1レビューに対してのsituation phrase, 

sentiment phraseの全体の感情を判定する. situation phrase とsentiment phrase それぞれの

全体の感情が異なった場合, その対象のレビューは”皮肉文である”と判定される. 

上記の手法を用いて, 既存の皮肉判定手法との比較を行い本提案手法の有用性を示す.また, 既

存の極性判定器で, 実際の感情と誤って判定された皮肉文を本提案手法が検出できるか, 実用性

の評価を行った. 
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概 要

現在, 極性判定を用いて皮肉文をポジティブ又はネガティブに自動で分類することは難しい

問題とされていて, 重要な問題であるとされている. 本研究における皮肉文とは, ポジティ

ブな言語表現を文章中に多く含ませているにもかかわらず, 本来伝え手が意図している内

容がネガティブになる文章, 又はネガティブな言語表現を文章中に多く含ませているにも

かかわらず, 本来伝え手が意図している内容がポジティブになる文章のことを指す. 以下

の表現を本研究では皮肉と定義する.「肯定的な意味を伝える否定表現又は否定的な意味を

伝える肯定表現を皮肉とする」. 本研究における皮肉を特定することは, 文章を正確に分

類する上で重要な課題となっている. 以上のことより, 本研究では既存の極性判定器の分

類精度に影響を及ぼす皮肉文を検出する為の手法を提案する. 皮肉を検出することで, レ

ビューにおける既存の極性判定器の解析精度の向上を図る. レビューに対し構文解析を行

い, 構文解析によって抽出されたフレーズに対し, Bhartiらが用いていた situation phrase

又は sentiment phrase を用いて, 構文解析されたフレーズがそれらのフレーズに一致する

かを判定する. なお, 本研究では構文解析されて出力された文節それぞれのことをフレー

ズと呼ぶ. situation phrase 又は sentiment phrase の品詞の組み合わせに一致するフレー

ズが対象のレビューにあった場合, そのフレーズがポジティブであるか,ネガティブである

か, 又はどちらでもないかを判定する. sentiment phrase, situation phrase それぞれのポジ

ティブ, ネガティブとなるフレーズの数を数え上げ, 1レビューに対しての situation phrase,

sentiment phraseの全体の感情を判定する. situation phrase と sentiment phrase それぞれ

の全体の感情が異なった場合, その対象のレビューは”皮肉文である”と判定される. 上記

の手法を用いて, 既存の皮肉判定手法との比較を行い本提案手法の有用性を示す.また, 既

存の極性判定器で, 実際の感情と誤って判定された皮肉文を本提案手法が検出できるか, 実

用性の評価を行った.
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第1章 序論

1.1 研究背景
Webサービスの普及によって誰もが情報発信を行えるようになり,商品に対するレビュー

をWeb 上に投稿するユーザ・書き込みが増加している. Web 上で公開されているレビュー

は,ユーザが商品購入の意思決定を行う際の貴重な情報源となりうるが,膨大な量のレビュー

からユーザにとって有益な情報を人手で趣旨選択することは多大な労力を要する. そこで,

テキストの分析を自動化する評判分析の研究が行われている. 評判分析では, 一般に,テキ

ストがポジティブかネガティブかを判定する極性判定が利用される. しかし, 現状の極性判

定は単語一つ一つの極性を考慮して判定を行うため, 皮肉文のように間接的に意図を伝え

る表現を正しく判定することが困難である. 現状の極性判定は図 1.1のようにして行われ

ている.
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図 1.1: 既存研究における極性判定の手順
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図 1.1(1) について考察する. (1)はその製品が不満であったために, もう二度と買わないと

いう意図を “ありがとう”というポジティブな表現を含ませて感謝交じりな表現で伝えてい

る. (1)のようなレビューを既存の極性判定器によって極性判定を行った場合, ポジティブ

と判定される. しかし, (1)を手動で確認してみると, 一見ポジティブな文体が並んでいて

文章全体としてもポジティブに感じるが, 文章全体としてはネガティブな内容の文章になっ

ている. 以上のように, 文章の内容がネガティブにもかかわらず肯定表現を含ませているも

のが極性判定器の分類精度に影響を及ぼしている. 同様に図 1.1(2)について考察する. (2)

は (1)と逆で, その製品が面白かったために, 楽しすぎる意図を “困る”や “廃人”等といっ

たネガティブな表現を含ませて満足している旨を伝えている. (2)のようなレビューを既存

の極性判定器によって極性判定を行った場合, ネガティブと判定される. しかし, (2)を手

動で確認してみると, 一見ネガティブな文体が並んでいて文章全体としてもネガティブに

感じるが, 文章全体としてはポジティブな内容の文章になっている. 以上のように, 文章の

内容がポジティブにもかかわらず否定表現を含ませているものが極性判定器の分類精度に

影響を及ぼしている. 以上, (1)(2)のように, 本来意図する感情と誤った感情で判定されて

しまい, 分類精度に影響を与えている言語表現が皮肉である.

1.2 研究目的と概要
以上で紹介したように, 皮肉はオンラインレビューサイト上において極性判定を行う際,

分類精度に影響を及ぼしている. そこで, 本研究ではオンラインレビューサイトにおける皮

肉検出手法を提案する. 本研究の目的は図 1.2のようになる.
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図 1.2: 本研究の目的
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図 1.2のように, レビュー中に混在している既存の極性判定器で誤った感情で判定される皮

肉文を特定する手法を本論文で提案する. 本提案手法は Bhartiらの手法 [1]に基づいてお

り, 日本語のレビューが皮肉であるかどうかを判定する手法である. Bhartiらが対象にし

ていた英語以上に, 日本語のレビューはあいまいな表現が多いため, あいまいな表現にも対

応した手法を提案する. Bhartiらは Twitterを対象に皮肉判定手法を提案している. 彼ら

は皮肉を判定する為に, 品詞の組み合わせに基づいた situation phraseと sentiment phrase

を用いた. 本論文では, situation phraseと sentiment phraseを総称して提案フレーズと呼

ぶ. 上記のフレーズを用いて, BhartiらはPBLGAアルゴリズムを提案した. Bhartiらの手

法についての詳細は 2.1.1に記載する. Bhartiらは最初の処理として, ツイートをパースし

た. パースされた各要素が, 提案フレーズに一致しているかどうかを調べた. もしパースさ

れたフレーズが situation phrase又は sentiment phraseに一致していて,なおかつポジティ

ブ又はネガティブであった場合,そのフレーズどちらかの positive又は negativeフレーズの

インスタンスとして格納される. situation phraseと sentiment phraseの感情が異なった場

合, そのツイートを皮肉と判定する. Bhartiらの手法を改良する事で, 我々は単語の極性に

基づいた皮肉・感情判定を提案する. 我々は提案フレーズの感情をBhartiらの提案したフ

レーズの中に含まれる感情のある単語の数に基づいて判定する. 数え上げの結果, 提案フ

レーズの感情が判定される. もし提案フレーズに一致したフレーズの, ポジティブとネガ

ティブの数が一致した場合は, 重みづけ (tf-idf)を用いてフレーズの感情を判定する. それ

ぞれのフレーズの感情を特定した後に, 皮肉・感情判定を行う. 提案フレーズの感情が異

なった場合を皮肉と判定し, 皮肉を特定する.

1.3 本論文の構成
本稿の構成は以下の通りである．第 2章に既存の皮肉の研究について紹介を行う. 又,本

研究における皮肉について定義を行い, 本研究における皮肉文の例をいくつか挙げ, 説明を

行う. 第 3章ではレビュー解析精度向上の妨げとなる皮肉文を特定する為の手法について

説明する. 又, 既存の皮肉判定手法と本研究の皮肉判定手法との違いについてもここで述

べる. 第 4章では本提案手法の評価実験を行った. また, 既存の皮肉判定手法との比較実験

を amazonにある機動戦士ガンダム EXTREME VS-FORCEと PUZZLE&DRAGONSの
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レビューをデータセットとして用いて行った. 第 5章では実用性評価として, 既存の極性

判定器を用いて本提案手法がどの程度既存の極性判定器で誤った感情で判定される皮肉文

を”皮肉である”と判定できるか,評価を行った．第 6章で本実験結果についての考察を行

い, 実用性評価に基づき本提案手法の有用性, 今後の課題について議論を行う．第 7章で本

稿をまとめる
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第2章 本研究における皮肉とその研究
背景

2.1 既存の皮肉の研究
ここでは,皮肉を特定する事を目的とした既存の研究について紹介する.

2.1.1 SNSサイトにおける英語文章の皮肉文に関する研究

Bhartiらは Twitter上にある皮肉表現を特定する為に, 二つの手法を提案した. Bharti

らは PBLGAアルゴリズムと IWSアルゴリズムそれぞれを提案し, 既存の皮肉の研究と

の比較を行った. Twitterデータ上の皮肉を判定する為に, PBLGA, parsing based lexical

generation algorithm を用いて, 以下の場合の一つが当てはまった場合を皮肉であると判定

した.

(a) situation phraseがネガティブで, sentiment phraseがポジティブ

(b) situation phraseがポジティブで, sentiment phraseがネガティブ

以上のように, 提案フレーズの感情が相反した場合を彼らは”皮肉”と定義している.

彼らの手法では, 最初にツイートをパースした. パースされたそれぞれのフレーズが提案フ

レーズに該当しているかを調査した. もし, パースされたフレーズが situation phrase又は

sentiment phraseに該当した場合, ポジティブ又はネガティブとなる語の数に基づいて計算

される Sentiment Scoreが適用される. Sentiment Scoreを用いて, それぞれのフレーズが

ポジティブ又はネガティブであるかを判定し, それらのフレーズをインスタンスに格納す

る. Bhartiらの手法では, positive/negative, sentiment/situationのインスタンスは, 他のツ

イートを皮肉と判定する為にインスタンスに格納される. フレーズの感情を用いて, 先に述
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べた場合の一つが当てはまった場合を皮肉と判定する.

IWSアルゴリズムは感嘆詞を用いて皮肉を判定する検出手法である. 感嘆詞がツイートの

最初に現れ, 強調表現が文の他の場所に出現した場合, 高い確率で皮肉となるという彼ら

の理論から, IWSアルゴリズムは提案された. 提案フレーズの辞書を作成する為に, 予備

実験として 50000件のハッシュタグ付きツイートを学習させた. テスト実験は, #sarcasm

のハッシュタグ付きツイートと, ハッシュタグなしツイートの二種類に分け二つのアルゴ

リズムを用いて実験を行った. 結果, ハッシュタグ付きツイートに関しては既存の研究よ

りも高精度な結果が得られた. 特に, IWSの精度は適合率 0.85, 再現率 0.96, F値 0.90と

高精度で皮肉を検出していた. しかし, ハッシュタグなしで実験を行った結果は, 他の既存

の皮肉検出手法に比べると精度が悪い結果となった. 彼らの提案した sentiment/situation,

positive/negative フレーズの例を次ページの表 2.1で示す.
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表 2.1: Bhartiらが用いたフレーズ

positive sentiment phrase: Great, lucky, cute, good,
glad, delicious, best, Awesome, Perfect, joy, strong,
hilarious, better, goreous, honest, innocent, talented,
nice, happy, Pretty, proud, excellent,
lovely, outstanding, bright, elegant, easy, supportive,
attractive, huge, interesting, successful, healty,
famous, pleasant, beloved, enjoy, appreciate, etc.
negative sentiment phrase: terrible, little, bit,
expensive, half, cold food, tight jeans, troubled,
rude, wrong, dramatic, abusive, unhealthy, crap,
ugly, excuse, dirty, troubled, least, hard, bad,
bad, a few days, sick, dumb, pathetic, victim,
useless, fluffy, violent, Poor, brutal, worst, crazy, etc.
positive situation phrase: no regret, love,
just love discovering, just love, effectively making,
absolutely Love, feel so loved, wanna be loved,
falling, honesty tell, will fly,
love seeing, winning, now enjoying managing
just love living absolutely LOVE, love seeing,
love falling, most entertaining, Enjoying, thrilled,
Delighted, really enjoying, really is thrilled, are winning,
most enjoy, most loved, enjoyed looking, feel so satisfied,
Proudly displayed, have liked, so impressed, wisely locked,
is absolutely delighted, Just loved getting being brilliantly led,
feel loved, greatly appreciate, gladly appreciate, most appreciate,
sincerely appreciate, very excited, good news, etc.
negative situation phrase: Clarifying, are pumped,
will be released, are arriving, babysitting, only run, kicking,
crashing, destroyed, attacking, criticizing, is lying,
confused, dividing, exhausted, keep arguing,
will be, gets stuck, is losing, biting, shouting,
awkwardly standing, are limping, needs help, forgotten,
can barely walk, already upset, crying, get dropped, feel tired,
banning, stole, so upset, etc.
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2.1.2 日本語の皮肉文を特徴量を用いて特定する研究

肥合ら [7]は, 極性判定の精度向上のための皮肉検出手法を提案している. 彼らは, 皮肉

の評価表現がどのような使われ方をしているのかを調査し, 否定表現の分析を行った. 分析

に基づいたうえで 8つのクラスを提案し, 8つのクラスそれぞれについて, 文書の極性や構

文パターン等に基づいた皮肉検出ルールを作成し, 強調表現などの例外表現を段階的に適

用し皮肉を検出する手法を提案した. 彼らは二段階でのルールを設け皮肉の特定を行って

いる. 一段目では, 彼らの否定表現の分析結果から得られた構文パターンに当てはまるか

どうかを確認し, 当てはまったものを皮肉文候補とした. 二段目として, 皮肉文候補になっ

たものに対し, 彼らの作成した婉曲・強調表現がそのレビューに含まれているかを調べた.

以上の段階を踏まえて, 皮肉を検出した. 楽天データ 35000件をデータセットとし, 実験を

行った結果, 提案手法は適合率 0.028, 再現率 0.543, F値 0.053となり, 比較手法であるベー

スライン手法を上回った. しかし, 精度としては低い結果だった.

2.1.3 日本語の皮肉文をパターンマッチングを用いて特定する研究

磯野ら [6]は, 対象を非難する事を目的とした皮肉文を排除する事を目的とした皮肉検出

手法を提案した. 彼らはコーパス内の皮肉を人手で分類し, 皮肉の検出精度向上のために分

析を行った. 分析の結果, 彼らは皮肉を主に 8つに分類した.

疑問, 推測, 諦め, 不相応, 誇張, 驚き, 形容, 対比

彼らは上記の 8つのパターンから皮肉を検出する為の 8つの構文パターンを提案し皮肉検

出を行った. 入力された文章を文分割し, 形態素解析器MeCabと構文解析器 CaboChaに

より解析する. 入力の構文結果と構文パターンを比較する事でその文章が皮肉文であるか

どうかを判定する. 実験は楽天トラベルのレビューデータと掲示板データを用いてクロー

ズドテストとオープンテストを行った. 結果, 楽天レビューを用いたオープンテストでは,

適合率 0.09, 再現率 0.47, F値 0.16となっており, クローズドテストでは適合率 0.20, 再現

率 1.00, F値 0.34となっており, 低い精度で皮肉の検出が行われていることが分かる. 結果,

彼らの提案するシステムの精度は低い結果だったため, 今後構文パターンなどの見直しが

必要である.
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2.2 皮肉について
本節では, 本論文の前提となる皮肉について議論を行う. 皮肉についての議論を巡って,

心理学等幅広い分野において盛んに議論が行われている. しかしながら, 皮肉とはどのよう

な言語現象なのかという問いに対して明確な答えを与えるアイロニー論は得られていない

[7]. 本研究では, 既存の定義と比較を行ったうえで皮肉を定義した. はじめに既存研究で定

義している皮肉の定義について議論する. 既存の研究での皮肉について議論を行ったうえ

で, 本論文における皮肉について定義をし, 定義に沿った皮肉の例を紹介する.

2.2.1 それぞれの皮肉の定義
【1】肥合らが定義する皮肉

彼らは, 評判分析の重要な要素である極性判定の誤りの原因である皮肉を検出する為に,

皮肉を以下のように定義している.

肥合らの皮肉の定義✓ ✏
「否定的な意味を伝える肯定表現」✒ ✑

肥合らは上記定義を皮肉と定義したうえで, 皮肉の検出を行った. しかし, 皮肉の例外とし

て, 肥合らは「よかったのに」,「～すればよかった」,「まあいい」といったような, 願望

や後悔, 妥協といったような表現は例外として皮肉でないとした. また,「良くない」,「い

いのかな？」といった, 文中で直接的な疑問や否定の形で出現する肯定表現も例外とした.

肥合らが定義する皮肉を含んだ皮肉文の例を紹介する.

1. 買ってすぐに壊れました.

本当にすばらしい耐久性ですね.

上記の例について考察すると, 文書全体の意図は否定表現となる. 一文目で壊れたと述べて

いるにもかかわらず, 下線部で皮肉を述べており, 二文目全体が皮肉文になっている. 下線

部のような, 否定的な意味を伝えるために肯定表現を使用している文章を彼らは皮肉と定

義する.
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【2】磯野らが定義する皮肉

磯野らは, 他人を面白おかしく非難する事を目的とした皮肉を排除することを前提に皮

肉検出手法を提案している. 彼らは以下の様な文を皮肉であると定義している.

1. 建物が古いうえ, それを補う工夫が一切されていないようでした.

夏がメインのお宿なのでしょうか? この時期の利用としては, 若干閑散とした部分が

ありますので, 古い建物が淋しさ, 肌寒さを増微させていました.

2. A「国土をそして海を感染して, さらに公的資金を何兆円も (もちろん税金)投入して

ボーナス出すのか?」

B「さすがは優良企業様やで!」

例 1は, ある宿泊施設に泊まった顧客が述べた感想と苦情である. 下線の 2文目を磯野ら

は皮肉としている. 宿泊施設に対し, 下線部のように問いかける事で, 「隙間風が入って肌

寒かった」ということを間接的に述べている. 言語形式としては疑問文であるが, 彼らが回

答を求めていないことは明白なため, 例 1を皮肉であると考察している.

例 2は, ある企業の行動に対して, Bが皮肉を使用している. 「さすが～だ」という表現は,

対象を褒める時に使用するものであるが, 否定的な文脈で使用することによって, 皮肉表現

となっていると彼らは考察している.

彼らは以上のようなものを皮肉文として扱い, 対象を非難する事を目的とした皮肉文を, 文

のみの情報だけでなく, 文脈の情報を考慮した上での自動検出手法を提案した.
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2.2.2 本研究における皮肉の定義

ここでは, 本論文における皮肉の定義を行う. 本研究では, 肥合らと同様に, 評判分析の

重要な要素となる極性判定の誤りの原因である皮肉文を検出する事を目的とした皮肉に着

目した. そのため皮肉を以下のように定義する.

本研究での皮肉の定義✓ ✏
「肯定的な意味を伝える否定表現」又は「否定的な意味を伝える肯定表現」✒ ✑

上記の定義を基に, 本研究では「ポジティブな意味を持つ単語が多いが, 文章としてはネ

ガティブな意味を持つ」ものと,「ネガティブな意味を持つ単語が多いが, 文章としてはポ

ジティブな意味を持つ」ものの二側面に着目し, 研究を行った. この定義に該当する皮肉文

の例を以下で述べる.

【a】肯定的な意味を伝える否定表現

肯定的な意味を伝える否定表現に関する皮肉文の例として, 以下が挙げられる.

• このゲーム楽しすぎてほんと困っています．廃人になりそうです．

【a】の皮肉文の例について考察する. 【a】の例は, 人手で見れば肯定的であることが分か

る. しかし, 文字表現的にはネガティブな単語が多く並んでいる (下線部参照)ことが分か

る. このように, 人目で見る意図はポジティブであるが, 文章中に含まれる単語がネガティ

ブなものが多く含まれるレビューは, 既存の極性判定器では本来意図した感情とは反した

感情で判定されることが非常に多い. 以上のことより, 本研究では肯定的な意味を伝える否

定表現は, 極性判定器の分類精度に影響を与える皮肉文であることが分かる.

【b】否定的な意味を伝える肯定表現

否定的な意味を伝える肯定表現に関する皮肉文の例として, 以下が挙げられる.

• ゲームを買った帰りに寄ったケーキ屋さんでとても美味しいケーキが買えました.

ゲームはケーキの包み紙にくるんで処分しました！ありがとう！
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【b】の皮肉文の例について考察する. 【b】の例は, 人手で見れば否定的であることが分か

る. しかし, 文字表現的にはポジティブな単語が多く並んでいる (下線部参照)ことが分か

る. このように, 人目で見る意図はネガティブであるが, 文章中に含まれる単語がポジティ

ブなものが多く含まれるレビューは, 既存の極性判定器では本来意図した感情とは反した

感情で判定されることが非常に多い. 以上のことより, 本研究では否定的な意味を伝える肯

定表現は, 極性判定器の分類精度に影響を与える皮肉文であることが分かる.

以上の定義を踏まえた上で, 分類精度に影響を及ぼす皮肉文を検出していく.
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第3章 提案手法

本章では,Bhartiら [1]が提案したPBLGA(A parsing based lexical generation algorithm)

手法の改良を行い, 皮肉文の分類精度向上を計った. Santoth らが扱っていなかった「フ

レーズ数に応じた皮肉・感情判定手法」を本章では提案する. まず, 本提案手法の概要につ

いて説明したうえで, PBLGA のそれぞれの段階について説明する.

3.1 皮肉判定手法の流れ
ここでは, 提案手法の概要について述べる. 提案手法の概要は, 図 3.1のようになる. 以

下, 図 3.1について詳細を述べる.

最初に行う処理として, 評価データとなるレビューに対しクローリングを行う. 二番目の

処理として, 収集したレビューに構文解析を行い, 構文結果より得られた各文節の一つをフ

レーズと呼び, 扱う. 三番目の処理として, 構文解析されて得られたフレーズ一つ一つが, 提

案フレーズである sentiment phraseと situation phraseに該当しているかどうかをフレーズ

それぞれに対し, 品詞を対象に評価する. 本論文では, 我々は situation phraseと sentiment

phraseを総称して提案フレーズと呼ぶ, 前提条件として以下の定義を示す.

提案フレーズ定義✓ ✏
提案フレーズ：sentiment phraseと situation phraseの両方

又は
提案フレーズ：sentiment phrase, situation phraseのいずれか一つ✒ ✑
フレーズが提案フレーズの品詞と一致した場合, そのフレーズが感情を含んでいるかどうか

を三つのラベルから評価する.(ポジティブorネガティブorどちらでもない). 提案フレーズの

品詞に一致しないフレーズは, どちらでもないとして扱う. 提案フレーズに一致したフレー

ズに感情を付与し, positive situation phrase, negative situation phrase, positive sentiment
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phrase, negative sentiment phraseそれぞれに該当するものに分ける. それぞれの感情の付

与した提案フレーズに対してスコアリングを行い, 1レビューに対しての提案フレーズ全体

の感情を判定した. 最終ステップとして, 感情を付与された 1レビュー当たりの提案フレー

ズ全体の感情を用いて皮肉・感情判定を行う. 提案フレーズ全体の感情を用いて, そのレ

ビューが皮肉であるかどうか, 最終的な判定を行う. 最終的な処理である皮肉・感情判定は

図 3.5を参照してほしい.

我々はオンラインレビューサイトにおけるレビューを対象に本提案手法を適用した. 本章

の残りで提案手法の残りについて説明する.

3.2では皮肉・感情判定を行うまでの前処理について説明を行い, 3.3で皮肉・感情判定に

ついて説明する.
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図 3.1: 本提案手法
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3.2 フレーズ分析
ここでは, 皮肉・感情判定の前処理となるフレーズの分析について説明する. 具体的に

は, 構文解析して出力されたフレーズが, 提案フレーズに該当していて, かつ感情が付与さ

れているフレーズがいくつあったかを数え上げる処理までが, 本節で述べる処理である. レ

ビューをクローリングした後に, 我々は構文解析を行った. 構文解析は, 文章の係り受け

関係を解析する技術のことである. 本研究では, 我々は CaboChaを用いた. CaboChaは,

Support Vector Machineに基づいた日本語係り受け解析器である. CaboChaに基づいて構

文解析を行った例を以下の図 3.2に示す.

!
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*+"

,-./012.

34567

89:";<=

>?@

ABCDE

FGHIJ?,KL!M!!

NO<"PQ=
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図 3.2: 構文解析 1

図 3.2のようにして構文解析を行い, レビューをフレーズ単位に分解する.

図 3.2の結果は, 「とても面白いです. 勢いあまってあべのハルカスの最上階から投げ捨て
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ました. こんなクソゲーを錬成してくれたバンナムさんありがとう!! 錬金術たちに感謝!!!」

を構文解析した結果である.

構文解析の結果, 構文結果から得られたフレーズそれぞれをのちの処理に用いる (図 3.2を

例にすると,勢いや,感謝!!!などの出力された要素一つ一つ). 次に,各フレーズに含まれる品

詞の組み合わせが本提案手法で用いられるフレーズ, situation phraseと sentiment phrase

に該当するかを検討する. situation phraseは, 文章中に起こしている「行動」を指してお

り, sentiment phraseは文章中での「感情」に該当するものであると定義する. 各提案フ

レーズに該当する品詞は以下の表 3.1のようになる. 構文解析を行い, 出力されたフレーズ

表 3.1: 提案フレーズ対応表

sentiment phrase: 形容詞 , 名詞 , 名詞＋動詞, 名詞＋名詞 ,

形容動詞,

situation phrase: 動詞 , 副詞＋動詞 , 動詞＋副詞,

形容詞＋動詞 , 動詞＋名詞 , 動詞＋副詞＋形容詞 ,

動詞＋形容詞＋名詞 , 副詞＋形容詞＋名詞

要素一つ一つの中に出力されている品詞の組み合わせが, 表 3.1で与えられた品詞の組み合

わせに一致するならば, それを situation phrase, 又は sentiment phraseとして扱う. なお,

本研究では構文解析の出力結果で表示される助詞, 助動詞, 接頭語, 記号については組み合

わせに考慮をしないで扱った. 以下に例を示す.

図 3.3: 解析結果例

図 3.3は, 図 3.2の文章全体から, 面白いです。という 1つのフレーズが出力された結果で

ある. 面白いです.というフレーズは, 解析結果によると, 面白い＋です＋。という品詞の

組み合わせから構成されている. フレーズの中でさらに分割された要素それぞれの品詞に
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ついて着目すると, 面白いが形容詞, ですが助動詞, 。が記号となっている. 従ってこのフ

レーズの品詞の組み合わせは形容詞＋助動詞となる. 本研究では, 助詞や助動詞は組み合わ

せに考慮しないため, 表 3.1の組み合わせと比較すると, 例のフレーズは sentiment phrase

に属していることが分かる.

以上の例のように, 本研究では, CaboChaの構文解析結果に依存してフレーズの判定を

行う. なお, フレーズに固有名詞が含まれていた場合, そのフレーズはノイズ表現として扱

われる. 表 3.2が構文解析によってで出力されたフレーズを提案フレーズに該当したもの

をソートした結果である.

表 3.2: 例文のフレーズ分類結果

sentiment phrase: 面白いです,

最上階から, 錬成してくれた,

錬金術たちに, 感謝!!!

situation phrase: 余って, 投げ捨てました, クソゲーを

構文解析によって出力されたそれぞれのフレーズが, 各提案フレーズで定義された品詞に

一致した場合に表 3.2のように, それぞれに分けられる.

この節での最終ステップとして, 提案フレーズに当てはまったフレーズに対し, 感情を含

んでいる (ポジティブ又はネガティブ)と判定できるフレーズを選定する作業を行う. 本研

究では, ガンダムのレビュー 139件に対して構文解析を行い, 得られた提案フレーズに一致

するフレーズに対し手動で感情判定を行い辞書を作成した. 作成した辞書を用いて, データ

セットに対して感情が付与しているかフレーズがあるかどうかを調べた. 結果を表 3.3で

示す.

表 3.3: 感情フレーズ対応表 1

Positive sentiment phrase : 感謝, 面白いです
Negative sentiment phrase : どちらでもない
Positive situation phrase : どちらでもない
Negative situation phrase : 投げ捨てました
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ここでは, 提案フレーズに一致した 8つのフレーズから, 感情がついていると判定したもの

は 3つ検出された. sentiment phraseでは, ポジティブなものとして感謝, 面白いですがそれ

ぞれ検出された.また, ネガティブと判定されるフレーズは存在しなかった. 一方, situation

phraseでは, ネガティブなものとして投げ捨てましたが検出された. また, ポジティブと判

定されるフレーズは存在しなかった. 本稿ではゲームのレビューを扱った為, 投げるといっ

たような表現もネガティブとして扱った. なお, 表 3.2より感情がないと判定できるものは

どちらでもないとして扱う. 以上の処理を行い, 各提案フレーズに対して感情分けをされ

たものを, 以降のフレーズの感情判定で用いる. 手動で判定を行い, 作成した辞書の例を表

3.4に示す.

表 3.4: 日本語の感情フレーズ例

positive sentiment phrase: 楽しみに, 最高です, すごい,
良い, かっこよくて, 感動の, 素晴らしい, 大切な,
幸せです, 可愛く, すごいです, 美味しい, チャンス,
うれしいです, 貴重な, お気に入りの, 感謝しています,
大満足ですね, 最高ですね, 素晴らしい, 最高って, 笑顔に,
得を, 素晴らしいですね, かっこよく,好きなので, etc...
negative sentiment phrase: 散々な, 軽率な, 危険なのか,
悪い, つまらなかったので, 面倒ですが, なく, 危険な,
露骨な, ボロボロでしたので, 残念でした,
悪い, ゴミが, 重い, クソゲーだと, 糞ゲーで,
マイナスと, ネガキャン, 残念だったのは, 糞です,
悪くなり, 炎上してる, サヨナラ, 臭いけど, etc...
positive situation phrase: 楽しみです, 使える, 購入する,
買ってから, 楽しかったです, 待ち望んでました, 購入する,
できました, 癒されます, 楽しめました, 助かりました,
楽しみ過ぎて, ありがとうございました, 買う,
買った, 楽で, 買いました, 楽しむ, 買ってよかった,
持っている, 面白いです, 得る, 出来たので, 楽しめる, etc...
negative situation phrase: 騙されました, 売りに, 割れて,
悩んでいた, 買ってません, 患ってしまって, 売れないから,
潰して, 投げ捨てる, 売りました, 棄てて, 砕いて,
舐め腐ってる, 吐いてくれました, 落ちぶれた,
売り飛ばし, 去っていきました, 間違えたのでしょうか,
捨ててしまったので, 間違えて, 売った, 蔑む, なくなり,
裏切られた, 困りますね,出しゃばるからです,
買わない, 撒いてきた, 剥いて, etc...
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3.3 皮肉・感情判定
ここでは, レビューが皮肉であるかどうかを判定する最終的な処理について記載する. 前

節では, 構文解析結果より出力されたフレーズが提案フレーズに該当するかを調べ, 該当し

たものに感情が付与されているかを調べた. ここでは, 1レビューあたりのそれぞれの提案

フレーズ全体の感情を判定する. 求まった situation phrase, sentiment phraseそれぞれの

フレーズの感情を用いて, 皮肉・感情判定より対象のレビューが皮肉であるかを判定する.

3.3.1 提案フレーズの感情判定

皮肉・感情判定の前処理として, 提案フレーズそれぞれの感情について評価を行った. 提

案フレーズそれぞれの感情を評価する為に, 以下の式を定義する.

PR =
PWP

TWP

NR =
NWP

TWP

SentimentScore = PR − NR

上記の式について説明を行う. それぞれの提案フレーズに対し, PRはポジティブ比率, NR

はネガティブ比率, TWPは各レビューに対しての提案フレーズ全体の数, PWPはレビュー1

つに対していくつのポジティブフレーズが含まれていたか, NWPはレビュー 1つに対して,

いくつのネガティブフレーズが含まれていたかを示している. 以上の式を用いて situation

phrase, sentiment phraseそれぞれがポジティブであるかネガティブであるかを判定する.

提案フレーズそれぞれの感情を判定する手順は図 3.4のようになる.

図 3.4について説明する.

図3.4の (1)のように, SentimentScoreが0でなかった場合,フレーズの感情はSentimentScore

の結果に従う. つまり, SentimentScoreが 0より大きい場合は,そのフレーズはポジティブで

あり, SentimentScoreが 0より小さいの場合は,そのフレーズはネガティブとなる. 図 3.4(2)

のように, SentimentScoreが 0であった場合, フレーズの感情の判定は tf-idfを用いて判定

される. tf-idfとは tf法と idf法を組み合わせることによって,ある文書における特定の単語
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図 3.4: 提案フレーズの感情判定

の重みを計算する手法である. この手法は情報検索やテキストマイニング, 機械学習などの

分野で利用されている. tf 法と idf 法の意味に関して以下に示す. tf(term frequency) は単

語出現頻度を示し, その文章中で特定の単語が出現した回数を表す. idf(inverse document

frequency) は訓練データ内のその単語を含む文書数の逆数の自然対数を示す. 文章中に頻

度が高いということは, それだけその単語が重要であるということがわかる. 重み付けの計

算式は式のようになる.

wt,d = tft,d・log
N

dft

ここで, Nはレビューデータ全体のデータである. また, tft,dは文書 d中に tが現れた数

で, dftはN個の文章中に単語 tが現れた文書数である. SentimentScoreが 0であった場合

は, 上記に記した tf-idfを用いてフレーズの感情を判定する. 以上のプロセスを踏まえて,

sentiment phraseと situation phraseの感情を判定する. 従って, 提案フレーズ両方があり,

感情フレーズが同数あった場合は以上の算出方法を用いて各提案フレーズの感情を確定さ

せたうえで皮肉文かどうかを判定する.
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表 3.3を例にして考えると, 1レビューにおける sentiment phrase全体の感情はポジティブ

と判定され, 同様に 1レビューにおける situation phrase全体の感情はネガティブと判定さ

れる. 提案フレーズそれぞれの感情を判定した後に, 皮肉・感情判定を用いて最終的な判定

を行う.

3.3.2 レビューにおける皮肉・感情判定

ここでは, 最終的な評価を行う皮肉・感情判定について述べる. 図 3.5は, 皮肉・感情判

定を示す対応表である.
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図 3.5: 皮肉・感情判定

2章で定義した本論文における皮肉の定義に基づいて, 提案フレーズの感情に異なりがあっ

た場合を皮肉とする. 表 3.3を例にして考えると, sentiment phrase全体の感情がポジティ

ブであると判定されており, situation phrase全体の感情がネガティブであると判定されて

いる. 図 3.5に従って考察すると, sentiment phraseと situation phraseの感情に異なりが生

じている為, このレビューは皮肉文であることが分かる. 又, sentiment phraseと situation

phraseの感情が同じであった場合は, そのレビューは皮肉文ではなく, 提案フレーズ共通の

感情をレビュー全体の感情として持つと考察する. 上記に記した皮肉・感情判定を用いる事

で, 我々はレビュー中に混在している皮肉を特定し, 極性判定の分類精度向上を目的とした.
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第4章 評価実験

ここでは, 提案手法の有用性を確認する. 皮肉の多いレビュー, 一般に評価されているレ

ビュー, 皮肉の多いレビューと一般のレビューを混ぜたレビューの三つのデータセットを

用いて本提案手法を適用させた. 又, 既存の皮肉判定手法を上記のデータセットに適用した

ことで, 本提案手法との比較を行った.

4.1 実験セットアップ
ここでは, 本提案手法の有用性を評価する為に扱うデータセットについて述べる. 本実

験では, 本提案手法の有用性を評価する為に 3つのデータセットを用意した. 扱ったデータ

セットそれぞれについて述べる.

4.1.1 皮肉文の多いレビュー

はじめに, 既存の極性判定器の分類精度向上の妨げの要因となっている皮肉レビューが

多く混在しているレビューに対し評価を行った. 皮肉文の多いレビューとして, 本論文で

は amazonにある機動戦士ガンダム EXTREME VS FORCEの, 肯定的レビュー (星 5レ

ビュー)をデータセットとして扱った. 製品情報について, 図 4.1に示す.

この商品は, ゲームモードのなさやガンダムシリーズの醍醐味である機体数の多さが本作で

は大幅に減ったことが原因で, 発売からわずか二日ほどで, 価格が大暴落を起こし, amazon

の評価も大幅に下がった商品である. amazonにおけるこの商品の平均評価は 5段階中の中

で 1.9となっており, 低い評価を得ている. レビューの中を見ると, 高評価のレビューの欄

に, 高評価な意見を述べるレビューにもかかわらず, 内容はマイナスなことを述べていると
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図 4.1: ガンダム EXTREME VS FORCE

解釈できるものが多く含まれていた為, 上記の商品の星 5レビュー 139件をデータセットと

して扱い, 本提案手法を適用する. 上記の商品の星 5のレビューの例を図 4.2に示す.

図 4.2: 皮肉の多いレビューのレビュー例

図 4.2と上記の製品のレビューについて考察すると,　本研究の定義に該当する皮肉表現が

多く混在していることが分かる. そのなかでも本論文で定義した２つの皮肉の定義のうち,

“否定的な意味を伝える肯定表現”であると考えられるレビューが多くあった. 上記のよう
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な, 既存の極性判定器で分析を行った際, 分類精度に影響が多く及びそうな多くレビューを

対象に本提案手法を適用する.

4.1.2 一般のレビュー

次に, 4.1.1で扱ったような特殊なレビューでないもの, 通常のレビューに対して本提案

手法を適用した. 通常のレビューとして, 本実験ではパズル＆ドラゴンズの星 5データ 60

件を用いた.

図 4.3: パズル＆ドラゴンズ

このレビューの平均評価は 5つ星のうち 3.4となっており, 誰もが知る人気ゲームというこ

ともあり評価が高い. 星 5と評価しているレビューの中について考察を行った結果, 4.1.1

で扱ったガンダムレビューのような “否定的な意味を伝える肯定表現”は存在しなかった.

しかし, 評価が高かったゆえに “肯定的な意味を伝える否定表現”と考えられるレビューが

少ないながらも見受けられた. 分類精度に多く影響を与えていないレビューに対して本提

案手法が有用であるか評価を行う為に上記のレビューをデータセットとして扱った.

4.1.3 一般のレビューと皮肉文の多いレビューを混ぜたレビュー

データセットの 3つめとして, 先で扱ったガンダムのレビューとパズドラのレビューを混

在させて実験を行った. この実験は, 極端な皮肉表現が多く入ったレビューと, 少ない皮肉
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表現を含ませている通常のレビューを混ぜた場合に, 本提案手法の精度がどうなるのかを

考察する為の実験である. 4.1.2で扱ったデータセット 60件と, 4.1.1で扱ったデータセット

139件のうち, 60件をランダムに抽出し, 計 120件のレビューを用いて本提案手法の検出精

度を評価した.

4.2 正解データ設定
ここでは, 本提案手法によって皮肉を検出する際の評価の指標となる正解データの設定

法について記載する. 本研究において皮肉を定義したうえで議論を進めているが, 実際には

本人が定義に沿ったうえで皮肉であると思っていても, 他者にとっては皮肉と解釈できな

いものも多くあった. そこで, 本実験の有用性を向上させるために, 本研究では対象となる

データセットに対し, 1レビュー当たりに対象に, 複数の被験者を対象に評価を行った. 具

体的には, 皮肉の多いレビューに対し 5人, 一般的なレビューに対し 3人の被験者を設けた.

!
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図 4.4: 評価方法

対象データ一つに対し, 被験者に「皮肉又は非皮肉」の皮肉のラベル付け及び「ポジティ

ブ又はネガティブ又はどちらでもない」の感情のラベル付けの 2つのラベル付けを実施し

た. 皮肉文であるか皮肉文でないかの判定は, 主観的な意見ではなく, 2.2.2で示した定義を
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被験者に対し具体的な説明を行ったうえで, ラベル付けを実施した. 感情のラベル付けの際

にポジティブであるかネガティブであるか手動で判定しずらい文章があったため, 本論文

ではそういったレビューを “どちらでもないレビュー”として扱った. 手動での感情のラベ

ル付けが難しいレビューの例として以下のようなレビューが挙げられる.✓ ✏
例 3 私がこのゲームに言いたいのは一言だけですフォースがカゴにあらんことを✒ ✑
上記の例は, 感情を明記する単語が含まれていないため, ここでは非皮肉文として判定する,

かつポジティブであるかネガティブのどちらでもないと判定する. また, 本研究では日本語

の文章に対しての皮肉判別を行う為, ラベル付け判定は行うが, 皮肉・感情判定を行う上で

は, 英語文章はノイズ表現として扱った. それぞれのレビューに対してのラベル付けの結果

を次で示す.

【a】皮肉を多く含むレビューのラベル付け結果

まず, 皮肉を多く含むレビューに対しラベル付けを行った結果を表 4.1, 表 4.2に示す.

表 4.1: 皮肉判定 1
皮肉文 92件
非皮肉文 47件

表 4.2: 感情判定 1
ポジティブ 35件
ネガティブ 99件
どちらでもない 5件

前提として述べていた, “皮肉文”が実際に多く含まれていることが結果より分かる. また,

結果より皮肉文が多く含まれていてかつ, ネガティブなレビューが多くあったことが分かっ

たので, 定義より “否定的な意味を伝える肯定表現”がレビュー中に多く含まれていること

が結果より分かった.

【b】一般のレビューのラベル付け結果

次に, 皮肉を多く含んでいない, 一般的なレビューを対象としてラベル付けを行った結果

を表 4.3, 表 4.4に示す.

結果より, 表 4.1の結果に比べて一般のレビューは皮肉が少ないことが分かる. 表 4.3中で
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表 4.3: 皮肉判定 2
皮肉文 9件
非皮肉文 51件

表 4.4: 感情判定 2
ポジティブ 42件
ネガティブ 12件
どちらでもない 6件

皮肉と判定されたレビューは, 先ほどの皮肉表現を多く含んだレビューのような “否定的な

意味を伝える肯定表現”を含んでいるのではなく, “肯定的な意味を伝える否定表現”がレ

ビュー中に混在していることが表 4.3, 4.4より分かる. 以上のことより, 一般的な星 5のレ

ビューには皮肉が少なく, ポジティブなレビューが多くあることが分かる.

【c】一般のレビューと皮肉文の多いレビューを混ぜたレビューのラベル付け結果

最後に一般のレビューと皮肉文の多いレビューを混ぜたレビューのラベル付け結果を表

4.5, 4.6に示す.

表 4.5: 皮肉判定 3
皮肉文 54件
非皮肉文 66件

表 4.6: 感情判定 3
ポジティブ 62件
ネガティブ 52件
どちらでもない 6件

結果より, 意図していた以上に皮肉を多く含んだ結果になった. 約半分程度が皮肉文で構

成された. これは, 皮肉を多く含むレビューにある皮肉レビューをランダムで多く抽出した

ことによって起きた結果であると考えられる.

以上 3つのデータセットのラベル付け結果を用いて, 本提案手法で皮肉を検出する.

4.3 評価指標
ここでは, 提案手法の評価方法ついて述べる. 実験結果の評価は既存の研究と同様に適合

率, 再現率, F値の 3つより行う. 各評価方法について述べる.

表 4.7は, 分析された結果を表すものである. 表 4.7を使用し, 適合率・再現率・F値を以

下で記した.
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表 4.7: 評価方法

実際
皮肉文 非皮肉文

予測 皮肉文 Tp Fp

　非皮肉文 FN TN

適合率: 予測したデータのうち,実際に正であるものの割合を示す.式は (4.1)となる

適合率 =
Tp

Tp + Fp
(4.1)

再現率: 実際に正であるもののうち, 正であると予測されたものの割合を示す.式は (4.2)

となる

再現率 =
Tp

Tp + FN
(4.2)

F値: 適合率と再現率の調和平均を示す.式は (4.3)となる

F 値 =
2・再現率・適合率
再現率+適合率 (4.3)

以上の評価方法を使用して, 本提案手法の精度を算出する.

4.4 実験結果
本節では, 本データセットにおいて, 本提案手法の有用性の評価を行った. 又, 既存の皮

肉判別手法と本提案手法との比較を行った. 本データセットにおいて, 既存の皮肉判別手法

と, 本提案手法の適合率, 再現率, F値の結果をそれぞれ示す.

【a】皮肉を多く含むレビューのラベル付け結果

本提案手法を用いて皮肉を多く含むレビューに適用した結果が表 4.8である.

本提案手法において 140のガンダムレビューに対し本提案手法を適用した結果, 適合率

0.75, 再現率 0.63, F値 0.68という結果が得られた. 又, 既存の皮肉検出手法を本データセッ
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表 4.8: 実験結果 1

適合率 再現率 F値
提案手法 0.76 0.52 0.62

肥合ら 0.56 0.05 0.09

磯野ら 0.72 0.09 0.16

トに適用した結果, 本提案手法に比べ低い精度で結果が得られた. この結果は, ゲーム特有

の特殊な言語表現が, 既存の構文パターンに適していなかったため, 以上のような結果に

なった. 従って, 商品や構文パターンに依存しない本提案手法が, 既存の手法に比べて高い

精度で皮肉を検出できることが分かった.

【b】一般のレビューのラベル付け結果

本提案手法を用いて一般のレビューに適用した結果が表 4.9である.

本提案手法において 60の一般のレビューに対し本提案手法を適用した結果, 適合率 0.50,

表 4.9: 実験結果 2

適合率 再現率 F値
提案手法 0.50 0.56 0.52

肥合ら 0.17 0.22 0.19

磯野ら 0.20 0.11 0.14

再現率 0.56, F値 0.52という結果が得られた. この結果より, 皮肉を多く含んだレビューに

対して本提案手法を適用した結果に比べ, 一般のレビューに対し適用した結果の方が悪い

結果になった. このことは, 正解のデータが少なかったことや, 皮肉の多いレビューに比べ

てデータセット数が少なかったことが原因であったと考察される. 又, 先の結果と同様に既

存の皮肉検出手法を一般のデータセットに適用した結果, 提案手法の方が優位な結果になっ

た事が分かる. 以上のことより, 本提案手法は一般のレビューに対しても有用であったこと

が分かった.
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【c】一般のレビューと皮肉文の多いレビューを混ぜたレビューのラベル付け結果

本提案手法を用いて一般のレビューと皮肉文の多いレビューを混ぜたレビューに適用し

た結果が表 4.10である. 本提案手法において皮肉の多いレビューと一般のレビューを混ぜ

表 4.10: 実験結果 3

適合率 再現率 F値
提案手法 0.70 0.52 0.60

肥合ら 0.28 0.10 0.15

磯野ら 0.58 0.13 0.21

た 120件のレビューに対し本提案手法を適用した結果, 適合率 0.70, 再現率 0.52, F値 0.60

という結果が得られた. 結果より, 本提案手法が既存の皮肉検出手法に比べ高い精度で皮肉

を検出できたことが分かる.
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本節では, 既存の感情判定ツールを使用し, 既存ツールで判定できない皮肉文を本提案手

法で判定できるかどうかの実用性の評価を行った. また, 本論文の提案手法である皮肉・感

情判定の, 皮肉でなく検出される感情判定の精度についても既存の極性判定器との比較を

行い評価を行った.

5.1 極性判定器と本提案手法との比較
ここでは, 既存の極性判定器で誤った感情で検出される要因となる皮肉文について, 本提

案手法がどの程度検出できているのか評価を行う

5.1.1 前提条件

ここでは, 既存の極性判定器と, 評価方法について述べる. 用いる既存の極性判定器とし

て, Sentiment AnalyZer by Deep Convolutional Neural Networkを使用した. このツールは

日本語又は英語文章を畳み込みニューラルネットワークを用いて, ポジティブ又はネガティ

ブのラベルで極性判定を行うツールである. ニューラルネットとは, 人間の脳の仕組みを模

倣したもので機械学習の一つである. ニューラルネットワークは脳神経細胞に見立てた形

式ニューロンを入力層-中間層-出力層に分けて配置しており, 入力データは入力層で処理さ

れ中間層へ送り込まれ, 中間層に送られたデータは伝達や処理を行い出力層のニューロン

に送られ, 最終的に回答が出力される仕組みになっている. 詳細についてはここでは述べな

いが, 以上の仕組みによって文章の極性を判定している, 上記の極性判定ツールを用いて,

この判定ツールが誤って感情判定した皮肉文に対し, 本提案手法では検出できているのか

を評価するのだが, その前に Sentiment AnalyZer by Deep Convolutional Neural Network

が有用な極性判定器であるかどうかを確認する.
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図 5.1: 極性判定器で用いられているニューラルネットワーク

上記の極性判定ツールの有用性を確認する為に, 皮肉でないレビュー 200件に対し処理を

行う. 有用性評価のために用いたレビューは, パズル＆ドラゴンズの皮肉でないレビューを

対象に用いた. 対象のレビューの正解データとなる極性は, 5人の被験者にアンケートを行

い収集した. 集計方法は 4.2節で行った集計方法と同様で, 皮肉でなくかつポジティブ又は

ネガティブと判定されたレビューに対して処理を行った. 正解データの極性のラベル付け

結果は以下の表 5.1のようになった. ラベル付けを実施した結果, ポジティブなレビューが

表 5.1: 正解データの極性のラベル付け結果

適合率
ポジティブ 68個
ネガティブ 132個

68件, ネガティブなレビューが 132件となった. 以上の正解データに対し, 極性判定器を用

いて極性判定を行った結果, 200件中 187件の極性判定結果が, 正解データのラベルと一致

した. この結果より, Sentiment Analy Zerは, 200件のレビューに対して 93.5%の精度で正

確に極性判定を行えるツールであることが分かる. 上記の極性判定気の有用性が分かった

ことより, 本論文では上記の極性判定器を用いて実験を行っていく.
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5.1.2 比較結果

ここでは, 既存の極性判定器を使用して, 誤って極性判定される皮肉レビューを, 本提案

手法がどの程度皮肉と検出する事ができるかを調査した. 以下では, 分類精度に影響を与え

る原因である, 皮肉の多いレビューのデータセットを用いて, ラベル付けで皮肉レビューと

判定されたものに対し, 評価を行う.

皮肉の多いレビューでの結果

ここでは, 皮肉の多いレビューの極性判定の分類精度を下げる原因となるレビューを検

出し, 本提案手法でどの程度の分類精度を乱しているレビューを皮肉できるかを調査した.

はじめに, 皮肉の多いレビューに対し極性判定器を用いた. 皮肉と付いたラベルの, 極性判

定のラベル付け結果を表 5.2に示す. 表 5.2より, 皮肉の多いレビューの, 皮肉レビューに対

表 5.2: 皮肉の多いレビューの皮肉文の極性のラベル付け結果

ポジティブ ネガティブ どちらでもない
ラベル付け 11件 80件 1件

して極性のラベル付けを行った結果, ネガティブと考察されるレビューが多かった. 以上の

ことより, “否定的な意味を伝える肯定表現”が多く含まれていることが分かる. 又, どちら

でもないと判定された１つのレビューに関しては, ここでの実験ではノイズとして扱う.

以上の極性付きの皮肉ラベルに対し, 極性判定器を用いて極性判定を行った結果, 91の皮

肉レビューに対し, 71件の皮肉レビューの感情を既存の極性判定器は誤った感情で判定し

ていた. 以上のことより, 極性判定精度の高い既存の極性判定器を用いても皮肉を検出す

る事が難しいことが分かる. そこで, 極性判定器で誤った極性で判定された皮肉レビューに

対し, 本提案手法を用いるといくつの皮肉を検出できるのかを調査した. 結果を表 5.3で示

す. 結果について考察すると, 提案手法を皮肉の多いレビュー 140件に適用した結果, 検出

が 63件, 判定できない皮肉レビューを正解データとした場合, 正解が 71件中 38件となっ

た. この結果より, 極性判定器で判定できないレビューの中の半数程度を本提案手法で検出

できることが分かった. しかし, 残りの半数程度は検出されないまま誤った極性判定が行わ
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表 5.3: 分類精度を乱す皮肉の検出精度

適合率 再現率 F値
提案手法 0.60 0.54 0.56

れてしまう事が結果より考察されるので, 提案手法の実用性を上げる上で, 提案手法の改善

が必要とされる.

5.2 極性判定器を用いた感情判定評価
ここでは, 皮肉とラベル付けされていない, 非皮肉のレビューに対して, 皮肉・感情判定

である本提案手法の感情判定が正確に行えているかどうかを, 調査した.

【a】皮肉の多いレビューでの結果

ここでは,皮肉の多いレビューのデータセットにおいて,皮肉でないと評価されたレビュー

を対象に感情判定が行えているかを調査する. 皮肉でないレビュー 47件に対して感情判定

を行った結果を表で示す. 皮肉でないレビューに対し極性判定を行った結果は, 表 5.4のよ

表 5.4: 皮肉の多いレビューの非皮肉文の極性のラベル付け結果

ポジティブ ネガティブ どちらでもない
ラベル付け 24件 19件 4件

うになった. 結果から, 対象が高評価レビュー (星 5レビュー)ということもあって, ポジ

ティブなレビューの方が, ネガティブなレビューに比べ多く含まれていることが分かる. し

かし, 評判の悪い製品ということもあって, ネガティブなレビューも多く存在する. ここで

のネガティブな表現は, 皮肉文のような表現を用いているのではなく, 抽象表現や, 不平不

満を直接的に述べているものが多い. 以上のレビューに対して, 本提案手法で皮肉と判定

されなかったレビューの感情判定結果は表 5.5のようになる. 結果について考察する. ポジ

ティブとラベル付けされたレビューに対して, 本提案手法の感情判定結果との比較を行っ
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表 5.5: 非皮肉文に対して提案手法を適用した結果

検出 (ポジティブ) 検出 (ネガティブ) 検出 (皮肉)

ラベル付け (ポジティブ) 16件 1件 7件
ラベル付け (ネガティブ) 1件 11件 7件

た結果, ポジティブとラベル付けされた正解データ 23件中, 16件のレビューをポジティブ

であると検出した. このことより, ポジティブなレビューに関して, 約 70%を正確に判定す

る事が出来たことが分かる. しかし, 23件中 7件のレビューを皮肉と判定してしまった. こ

れは, 提案手法の特性上, 文章全体としてポジティブな文章にもかかわらず皮肉と判定して

しまっていることが分かる. 例えば, 以下のような文章も皮肉と判定されてしまう.

• 期待を良い意味で裏切られました。面白い

例について考察すると, sentiment phraseが下線部となり, situation phraseが二重下線とな

る. 従って sentiment phraseがポジティブで, situation phraseがネガティブとなるのでこ

の文章は皮肉と判定される. 例のように, 内容としてポジティブなものを, 誤って皮肉と判

定してしまうケースが含まれていた. 一方, ネガティブとラベル付けされたレビューに対し

て, 本提案手法の感情判定結果との比較を行った結果, ネガティブとラベル付けされた正解

データ 19件中, 11件のレビューをネガティブであると検出した. このことより, ポジティ

ブなレビューに関して, 約 58%を判定する事が出来たことが分かる. ポジティブと比較する

と, 精度が悪かったことが結果より分かった. これは, ネガティブなレビューを多く皮肉と

判定してしまった事が原因である. 原因は, 先のポジティブとラベル付けされたレビューを

皮肉と判定した事と同様である. 従って, 上記のような文章を誤って皮肉と判定しないため

に, 正確に感情判定する為の手法の改善が課題とされる.

【b】一般のレビューでの結果

ここでは, 一般レビューのデータセットにおいて,【a】と同様の調査を行った. 皮肉でな

いレビュー 51件に対して感情判定を行った結果を表 5.6で示す. 上記の結果より, ポジティ

ブな皮肉でないレビューが多いことが分かる. 又, ラベル付けでネガティブと判定されてい
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表 5.6: 皮肉の多いレビューの非皮肉文の極性のラベル付け結果

ポジティブ ネガティブ どちらでもない
ラベル付け 35件 10件 6件

るものがいくつか見受けられたが, これは, 褒める部分は褒めていて, 不満のような要望を

文の最後に述べた場合の文章を, 評価者がネガティブであると判定したことから, このよう

な結果になった. 以下のようなレビューを評価者はネガティブとしている.

• とても楽しいのですがアップデート後文字化けしています。早くなおしてほしいです。

以上のレビューに対して, 本提案手法を皮肉と判定されなかったレビューに対し, 感情判定

結果を行った結果が表 5.7のようになる. 以下, 考察を行う. ポジティブとラベル付けされ

表 5.7: 非皮肉文に対して提案手法を適用した結果

検出 (ポジティブ) 検出 (ネガティブ) 検出 (皮肉)

ラベル付け (ポジティブ) 29件 3件 3件
ラベル付け (ネガティブ) 1件 6件 3件

たレビューに対して, 本提案手法の感情判定結果との比較を行った結果, ポジティブとラベ

ル付けされた正解データ 35件中, 29件のレビューをポジティブであると検出した. このこ

とより, ポジティブなレビューに関して, 82%を正確に判定できた. この結果より, 一般のレ

ビューのポジティブなレビューに対して, 本提案手法は高精度で感情検出ができることがわ

かる. 一方, ネガティブとラベル付けされたレビューに対して, 本提案手法の感情判定結果

との比較を行った結果, ネガティブとラベル付けされた正解データ 10件中, 6件のレビュー

をネガティブであると検出した. このことより, 60%の精度でネガティブなレビューを検出

できることが分かる. しかし, 皮肉の多いレビューへの感情判定比較の結果同様, ネガティ

ブなレビューを皮肉と誤って判定する事が多かったため, 手法改善が今後の課題とされる.

以上の結果より, 本提案手法を皮肉でないとラベル付けされたレビューそれぞれに対し,

本提案手法との比較を行った結果, どちらのレビューにおいてもラベル付けでポジティブ
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と判定されるレビューに対しては, 本提案手法は高精度で皮肉を検出できることが分かっ

た. 一方, ラベル付けでネガティブと判定されるレビューに対しては, 一定数のレビューを

誤って皮肉と判定してしまっていることが分かったため, フレーズや手法に改善が必要で

あることが分かった.



39

第6章 考察

本節では, 本提案手法である皮肉・感情判定の評価について考察を行う. 皮肉の多いレ

ビューと一般のレビュー, それぞれを混ぜたレビューに対して総合的な評価を行った結果

について, 考察を行う. 又, 比較として用いた既存の皮肉判定手法の比較結果についても考

察を行う.

6.1 本提案手法についての考察
ここでは, 本提案手法を適用した結果についての考察を行う. 本提案手法を用いて実験を

行った結果, “肯定的な意味を伝える否定表現”, “否定的な意味を伝える肯定表現”と定義し

た皮肉文に関して, 本提案手法を適用し, 皮肉の検出を行った. 結果, 皮肉の多いレビュー,

一般のレビュー, それらを混ぜたレビューに対していずれも有用な精度を検出した. 又, 既

存の皮肉検出手法と比較を行った結果, 本提案手法が優位であるという結果を得る事が出

来た. しかし, 本提案手法を用いて皮肉と検出することのできない皮肉レビューがいくつか

検出されたことも実験結果より分かった. 本提案手法は, スコアリングによってフレーズ全

体の感情を決定している為, フレーズの数に依存してしまっている. それ故に, 偏った感情

が提案フレーズに多く含まれた場合, スコアリングによるフレーズの感情判定結果に左右

されてしまう事が結果より分かった. 従って, 以下のような皮肉文が特定できなかったため

に分類精度が妨げられていると考えられる.

• 約 5000円でハイネデスティニーがマキブで使えるようになるなんてなんてお得なん

でしょう!!あんなにかっこいい機体がこんなクソゲーを買うだけで先行して使えるな

んて夢のようです!

例を構文解析した結果を図 6.1に示す.
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図 6.1: 構文解析 2

図 6.1より, 構文解析を行った結果, 15のフレーズが抽出された. 出力されたフレーズが提

案フレーズに一致していて, かつ感情が付与されていると判定できるものをソートした結

果を表 6.1に示す.

表 6.1: 感情フレーズ対応表 2

Positive sentiment phrase : お得なのでしょう, かっこいい, 夢のようです!

Negative sentiment phrase : クソゲー
Positive situation phrase : 使えるようになるなんて, 使えるなんて
Negative situation phrase : None

例の解析結果を手動で感情判定した結果, sentiment phrase, situation phrase全体の感情は,

共にポジティブとなった. 従って, 皮肉・感情判定よりこのレビューはポジティブな文章で

あると判定される. しかし, このレビューを人手で考察すると, 上記のゲームに対して不満

を持っており, 嫌味を述べるために, あえてポジティブな表現を多く使っている事が分かる.

文中で “こんなクソゲーを買うだけで”といった表現を文中に含ませていることより, この
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レビューの本来の意図はネガティブであることが分かる. 従って, 意図する感情と相反する

表現を多く含ませているこのレビューは本来皮肉と判定されるはずなのだが, フレーズの

数をスコアリングによって決定している本提案手法では, クソゲーによってネガティブと

判定されるべき sentiment phraseが, ポジティブな語彙が多く含まれてしまっていたため

にポジティブであると判定されてしまった. 以上のように, 皮肉文中に含まれる感情の付与

したフレーズの数によって正確な検出が行えない皮肉文が存在する事が分かった. 又, 感情

判定においても誤って皮肉と検出してしまうレビューがあった. 上記のようなレビューや,

皮肉でないレビューを正確な正解データとして検出する為には, フレーズの組み合わせを

考慮した手法の提案を行ったり, 係り受け関係や, 文中の語の重要度などによったスコアリ

ングを行ったりなどの手法の改良が求められる.

6.2 既存の皮肉判定手法についての考察
ここでは, 提案手法との比較対象となった既存の皮肉検出手法の実験結果についての考

察を行う. 本実験では, 肥合らと磯野らの皮肉検出手法を比較手法として採用した. 結果,

肥合らは皮肉の多いレビューに対して適合率 0.56, 再現率 0.05, F値 0.09, 一般のレビュー

に対して適合率 0.17, 再現率 0.22, F値 0.19, 混ぜたレビューに対して適合率 0.28, 再現率

0.10, F値 0.15と, 今回用いた全てのデータセットに対し低い精度で皮肉を検出した. 同様

に磯野らも皮肉の多いレビューに対して適合率 0.72, 再現率 0.09, F値 0.16,一般のレビュー

に対して適合率 0.20, 再現率 0.11, F値 0.14, 混ぜたレビューに対して適合率 0.58, 再現率

0.13, F値 0.21と, 適合率では一部高い結果が検出されたものの, 全体的に肥合らと同様に

低い精度で皮肉を検出した. この結果より, 彼らの手法が皮肉を検出できない手法であるか

というと, 一概にはそうではない. 今回のような低い結果になったとされる要因については

以下が挙げられる.

1. データセット数の違い

2. 今回扱ったデータセットが特殊だったため

3. 皮肉の定義の違い
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それぞれについて考察を行う.

1:本稿で用いたデータセットの数と彼らが用いたデータセットの数に違いがあったこと

が原因ではないかと考えられる. データセットについての比較を, 表 6.2にまとめる.

表 6.2: データセット比較

データセット数
提案手法 ガンダム 139件, パズドラ 60件, 混ぜたもの 120件
肥合ら 分析用データ 34917件, 実験用データ 33864件
磯野ら 訓練データ 2452件, テストデータ 2726件

肥合らは分析用データ 35000件の分析用データに対して, 皮肉の正解ラベルが 70件とい

う極めて難しいデータセット数で実験を行っている. 結果,彼らは 35000中 5083件を皮肉

と検出し, そのうちの 29件が正解であった. 磯野らは 2726のテストデータに対して, 皮肉

の正解ラベルが 30件というデータセット数で実験を行っている. 結果, 彼らは 150件を皮

肉と検出し, そのうちの 14件が正解であった. 以上のことより, 本実験で扱ったデータセッ

ト数が彼らのデータセット数とは異なったために, 検出と正解の比率に支障が出て精度が

落ちたのではないかと考察される.

2:本実験で用いたデータセットは, ゲームに関連したレビューのみを扱っている. 彼らは

彼ら自身のデータセットを分析した上で, 構文パターンや言語パターンを提案している. そ

の為, 特殊な構文を多く含むゲーム (一般の投稿より, コメントや用いている用語が特殊)

のデータセットには適していなかった為にこのような精度になったのではないかと考察さ

れる.

3:本稿で定義した皮肉と彼らが意図してラベリングした皮肉では異なったために検出さ

れなかったのではないかという考察が 3である. 我々の意図する皮肉と, 彼らの意図する

皮肉に異なりが生じた場合, 検出の為の皮肉パターンはもちろん異なる. その為に, 彼らの

扱ったデータセットと我々の扱ったゲームのレビューとのコメントに違いが生じた為に, い

い結果が得られなかったのではないかと考察される. 皮肉の定義についてまとめたものを

表 6.3に示す. 表から, 本研究と磯野らの皮肉の定義の違い, 目的の違いが明白に異なるこ

とが分かる. 一方, 本研究と肥合らとは一部定義が同じである. 同じにもかかわらず, 比較
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表 6.3: 定義比較

皮肉の定義
提案手法 否定的な意味を伝える肯定表現 または 肯定的な意味を伝える否定表現
肥合ら 否定的な意味を伝える肯定表現
磯野ら 他人を面白おかしく非難する事を目的とした皮肉

の結果に差が出たのは, 正解データを決定する人間の違いと, 本研究で扱った皮肉の多くが,

“肯定的な意味を伝える否定表現”である皮肉であった為だと考えられる. 本研究では, 皮

肉の多いレビューに対し被験者 5人, 一般的なレビューに対し被験者 3人でラベル付けを

行っている. 従って, “一般的な人が皮肉と解釈できる皮肉文”を本研究では多く正解デー

タとしている. 一方, 彼らの研究ではラベル付けの方法について明記されていない. もし一

人で行ったとするならば, 正解データが個人的主観になっており, 皮肉を検出する為の構文

パターンも, 分析データである皮肉文に依存すると考えられる.

以上のことより, 本研究においては彼らの手法が良い結果で皮肉を検出できなかったの

ではないかと我々は考察している. しかし, この結果は本研究においての話なので, 彼らの

研究を否定するものではないことを改めて記述しておく.
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第7章 まとめ

本稿では, オンラインレビューサイトにおける極性判定の分類精度向上のための皮肉検

出手法の提案を行った. 本稿ででは, Bhartiらが提案した, 皮肉を検出する為の語彙生成手

法を, 日本語のレビューに対して適用させ, レビューに対し皮肉又は感情を判定する皮肉・

感情判定手法を提案した. 皮肉を検出する為に, sentiment phraseと situation phraseを提

案し, 構文解析を行ったフレーズの品詞に対して, 提案したフレーズが構文解析結果に一致

しているかを調べた. 一致したフレーズに対して, そのフレーズがポジティブであるかネ

ガティブであるかを判定し, それぞれに対してスコアリングを行った. スコアリング結果よ

り, 提案されたそれぞれのフレーズ全体の感情を決定し, 最終的な皮肉・感情判定を行いレ

ビューが皮肉であるかどうかを検出した.

評価実験として, 皮肉の多いレビューと一般のレビューと, それらを混ぜたレビューの 3

パターンのデータセットを生成し, 提案手法を評価した. 又, その際の比較として, 既存の

皮肉の検出手法を用いて本提案手法の有用性を確認した. 結果, 本提案手法が既存の皮肉検

出手法に比べて優位な結果で皮肉を検出する事が分かった.

さらに, 本提案手法を用いて実用性の評価を行った. 既存の極性判定器を用いて, 既存の

極性判定器で誤った極性で判定する皮肉レビューに対して本提案手法がどの程度皮肉を検

出できるかを調査した. 又, 皮肉でないレビューに対して本提案手法の一つである感情判

定の検出精度の評価を行った. 結果, 一定の精度で皮肉, 極性を正確に検出することができ

た. しかし, 実用的な手法となる上では, 高精度での皮肉・感情検出にはまだ課題があるの

で, 手法の改善を行いたい.

今後は, 皮肉検出精度向上のために, レビューの係り受け関係を考慮した手法の改良を行

いたい. 最終的には, レビュー中にある皮肉文を検出するツールを構築し, 提案手法の有効

性を実証してゆきたい.
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付録

ここでは, 本文に掲載しなかったラベル付けの評価結果について表記する. 評価で用いた

ガンダムのレビューの皮肉・感情判定とパズドラの皮肉・感情判定結果について表で示す.
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